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は
じ
め
に 

  

幕
府
老
中
首
座
と
し
て
寛
政
の
改
革
を
主
導
し
、
将
軍
家
斉
の
補
佐
役
を
務
め
た
、

白
河
藩
第
三
代
藩
主
松
平
定
信
（
一
七
五
八
～
一
八
二
九
）
は
、
文
政
六
年
（
一
八

二
三
）
頃
に
執
筆
し
た
『
修
行
録
』
の
な
か
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

源
氏
も
の
が
た
り
計
も
七
部
か
き
、
廿
一
代
集
二
部
、
八
代
集
一
部
、
万
葉
集

は
両
度
、
三
代
集
の
た
ぐ
ひ
、
さ
ご
ろ
も
、
い
せ
も
の
が
た
り
な
ど
い
く
つ
か

き
け
ん
、
忘
れ
に
け
り
。
六
家
集
も
五
度
ば
か
ん
も
か
き
に
け
ん

（
1
）

。 

 

定
信
の
古
典
愛
好
の
深
甚
さ
を
語
る
も
の
と
し
て
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
る
文
章
だ

が
、
こ
れ
ま
で
に
果
た
し
て
何
度
ま
で
書
写
に
及
ん
だ
の
か
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
慣

れ
親
し
ん
だ
古
典
の
ひ
と
つ
に
伊
勢
物
語
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
注
意
さ
れ
て

よ
い
。
事
実
、
定
信
が
筆
写
し
た
伊
勢
物
語
と
そ
の
注
釈
書
は
一
定
数
が
現
存
し
て

い
る
。 

 

晩
年
の
定
信
は
寸
暇
を
見
つ
け
て
は
古
典
の
書
写
に
励
ん
で
い
た
よ
う
だ
。
文
政

元
年
（
一
八
一
八
）
十
月
十
二
日
、
当
初
の
予
定
よ
り
も
早
く
『
源
氏
物
語
』
の
筆

写
（
生
涯
六
度
目
に
あ
た
る
）
を
終
え
た
定
信
は
、「
又
何
を
か
ゝ
ん
と
、
こ
の
比
よ

り
か
う
が
へ
ぬ
る
も
、
げ
に
写
病
と
か
い
ふ
や
ま
ひ
也
け
り
」
と
自
嘲
気
味
に
つ
ぶ

や
い
て
い
る
（
『
花
月
日
記
』
）
。

 
  
  

（
2
）

こ
の
「
写
病
」（
「
う
つ
し
や
ま
い
」
と
訓
読
み
す
べ

き
か
）
な
る
語
は
、
管
見
の
限
り
同
時
代
の
他
の
文
献
に
一
切
見
え
ず
、
定
信
の
造

語
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

本
稿
で
は
定
信
晩
年
に
お
け
る
、
こ
う
し
た
「
写
病
」
の
症
候
の
ひ
と
つ
で
あ
る

伊
勢
物
語
の
筆
写
活
動
に
つ
い
て
俯
瞰
的
な
検
討
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
ら
一
連
の
営

み
を
近
世
期
の
学
芸
史
上
に
定
位
し
て
み
た
い
。 

 

一 

写
さ
れ
た
伊
勢
物
語
た
ち 

  
近
時
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
た
、
鉄
心
斎
文
庫
の
伊
勢
物
語
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
は
、
松
平
定
信
が
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
筆
写
し
た
伊
勢
物
語
の
写
本

一
帖
（
以
下
、
鉄
心
斎
本
）
が
含
ま
れ
て
い
る

（
3
）

。
こ
れ
も
先
述
し
た
定
信
の
「
写
病
」

に
よ
り
産
み
出
さ
れ
た
も
の
の
ひ
と
つ
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
ま
ず
は
書
誌
を
示
す
。 
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列
帖
装
。
一
帖
。
牡
丹
文
緞
子
後
補
表
紙
。
寸
法
七
・
三
×
六
・
三
糎
。
表
紙

中
央
に
打
曇
紙
に
金
泥
に
て
雲
形
を
描
く
墨
付
の
な
い
題
簽
貼
付
け
。
見
返
し

に
金
銀
泥
に
て
蝶
・
雲
・
草
花
を
描
く
。
内
表
紙
に
後
筆
で
「
楽
翁
細
字
／
伊

勢
物
語
」
と
墨
書
あ
り
。
内
題
な
し
。
字
高
五
・
九
糎
。
毎
半
丁
十
行
。
料
紙

は
厚
手
の
楮
紙
。
印
記
「
芦
沢
蔵
書
」
。
「
此
本
者
高
二
位
本
朱
雀
院
の
ぬ
り
こ

め
に
を
さ
ま
れ
り
と
そ
／
伊
勢
物
語
可
祕
々
々
／
（
業
平
略
伝
・
略
）
／
這
伊

勢
物
語
者
京
極
黃
門
定
家
卿
息
女
民
部
卿
局
之
真
翰
無
疑
者
也 

／
寬
文
四

〈
甲
辰
〉
初
冬
／
冷
泉
／
左
中
将
為
清
」
と
の
塗
籠
本
系
統
の
本
奥
書
に
続
い

て
、「
こ
の
書
誤
字
も
お
ほ
く
か
な
つ
か
ひ
の
た
か
ひ
た
る
い
と
多
し
み
な
本
書

に
し
た
か
ひ
て
う
つ
せ
し
な
り
／
文
政
六
年
三
月
十
五
日
／
六
十
六
歳
楽
翁

識
」
と
の
松
平
定
信
の
書
写
奥
書
あ
り
。 

 

手
の
ひ
ら
に
収
ま
る
程
度
の
極
小
の
枡
形
本
で
、
書
型
の
小
さ
さ
に
合
わ
せ
て
本

文
も
細
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
鉄
心
斎
本
の
第
一
の
特
徴
は
豆
本
、
あ
る
い
は
特
小

本
、
雛
本
な
ど
と
も
い
う
こ
の
書
型
の
小
さ
さ
で
あ
る
こ
と
は
一
見
し
て
あ
き
ら
か

だ
ろ
う
。
第
二
の
特
徴
と
し
て
は
、
右
の
奥
書
か
ら
も
了
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
文

系
統
が
塗
籠
本
と
呼
ば
れ
る
や
や
特
殊
な
系
統
に
属
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

第
一
の
特
徴
で
あ
る
形
態
上
の
問
題
に
関
し
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
お
り

（
4
）

、
第
二
の

特
徴
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
以
下
し
ば
ら
く
定
信
が
筆
写
し
て
い
た

伊
勢
物
語
の
関
係
資
料
に
つ
い
て
整
理
し
て
ゆ
こ
う
。 

 

戦
前
に
お
け
る
定
信
研
究
の
到
達
点
と
い
え
る
渋
沢
栄
一
『
楽
翁
公
伝
』
に
、
松

平
子
爵
家
作
製
と
い
う
「
御
書
写
物
の
大
概
」
と
題
し
た
資
料
の
紹
介
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
か
ら
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
か
け
て
定
信
が

筆
写
し
た
書
目
九
十
点
が
並
ん
で
い
る

（
5
）

。
当
該
書
目
は
書
名
、
筆
写
時
期
、
員
数
を

記
す
の
み
で
い
さ
さ
か
情
報
に
乏
し
い
が
、
そ
れ
で
も
定
信
が
少
な
く
と
も
伊
勢
物

語
を
四
度
（
う
ち
一
回
は
屋
代
弘
賢
編
『
参
考
伊
勢
物
語
』
）
ま
で
筆
写
し
て
い
た
事

実
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
、
渋
沢
も
言
い
添
え
て
い
る
よ
う
に
、
当
該
書
目
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
九
十
点
だ
け
が
こ
の
期
間
に
定
信
が
筆
写
し
た
書
物
の
す
べ
て
で
は
な

い
。
現
に
文
政
六
年
三
月
に
筆
写
さ
れ
た
こ
の
鉄
心
斎
本
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
れ
以
外
に
も
未
掲
載
の
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。 

 

以
下
、
論
者
の
調
査
に
基
づ
い
て
、
定
信
が
書
写
し
た
伊
勢
物
語
関
係
書
を
年
代

順
に
整
理
し
て
掲
げ
る
。 

 

◯
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
頃
写
本
（
諏
訪
市
博
物
館
蔵
） 

巻
子
装
。
一
軸
。
外
題
「
伊
勢
物
語
」（
〔
松
平
定
信
〕
筆
）
。
花
文
立
涌
緞
子
表
紙
（
二

六
・
八
×
二
七
・
一
糎
）
。
見
返
は
布
目
地
に
金
銀
切
箔
散
し
。
字
高
二
一
・
二
。
全

長
二
六
二
四
・
六
糎
。
厚
手
の
楮
紙
。
印
記
な
し
。
箱
書
「
定
信
公
御
筆
／
伊
勢
物

語
」
。
箱
に
墨
書
「
廿
五
番
壱
」
あ
る
紙
標
貼
付
。
奥
書
は
次
節
参
照
。
高
島
藩
主
諏

訪
家
旧
蔵
。 

◯
文
化
六
年
四
月
写
三
冊
本
（
「
御
書
写
物
の
大
概
」
所
掲
・
現
存
未
詳
） 

◯
文
化
十
三
年
四
月
写
本
（
「
御
書
写
物
の
大
概
」
所
掲
・
桑
名
市
博
物
館
蔵
） 

袋
綴
装
。
一
冊
。
外
題
「
伊
勢
物
語
」（
〔
松
平
定
信
〕
筆
）
。
裂
表
紙
（
一
一
・
三
×

一
七
・
一
糎
）
。
楮
紙
。
印
記
な
し
。
整
理
資
料
名
「
細
写 

物
語
歌
書
」
の
内
。
奥

書
は
第
四
節
参
照
。
岡
村
清
兵
衛
寄
贈
。『
花
月
日
記
』
文
化
十
三
年
四
月
二
十
五
日

条
に
「
廿
三
日
よ
り
、
い
せ
も
の
が
た
り
、
う
つ
し
物
し
が
、
其
日
は
、
朝
は
萩
の
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侍
従
、
ひ
る
過
る
こ
ろ
よ
り
、
つ
な
子
来
り
給
ひ
て
、
ま
ぎ
れ
し
が
、
き
の
ふ
事
少

な
か
り
け
れ
ば
お
ほ
く
書
写
せ
し
や
、
け
ふ
の
ひ
る
の
比
に
お
へ
ぬ
。
そ
の
こ
と
を

も
末
に
か
い
置
た
り
。
い
ち
は
や
き
を
お
ふ
や
う
に
み
え
ん
も
お
か
し
。
」
と
あ
り
。

本
文
は
天
福
本
系
統
。 

◯
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
九
月
写 

屋
代
弘
賢
編
『
参
考
伊
勢
物
語
』（
「
御
書

写
物
の
大
概
」
所
掲
・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
） 

列
帖
装
。
一
帖
。
梅
に
笹
葉
文
裂
表
紙
。
一
三
・
七
×
一
二
・
二
糎
。
外
題
「
参
考

伊
勢
物
語
」（
中
央
打
付
書
・〔
松
平
定
信
〕
筆
）
。
奥
書
「
此
参
考
は
屋
代
ひ
ろ
か
た

の
せ
し
な
り
御
本
と
い
ふ
は
高
二
位
の
本
に
し
て
朱
雀
院
の
塗
篭
に
納
ま
り
て
有
し

を
か
の
御
む
す
め
民
部
卿
局
の
う
つ
さ
れ
し
也
こ
れ
を
御
本
と
し
る
し
為
家
卿
の
筆

の
を
家
本
と
し
時
頼
朝
臣
処
持
の
を
時
本
と
し
為
相
卿
の
を
相
本
と
し
真
名
本
を
名

本
と
し
拾
穂
抄
の
本
を
も
と
に
し
て
し
る
し
た
る
な
り
／
文
政
四
年
辛
巳
九
月
廿
七

日
写
畢
／
六
十
四
歳
楽
翁
」
。
「
御
自
写
／
参
考
伊
勢
物
語
／
文
政
五
年
正
月
十
四
日

下
／
御
持
由
二
番
入
」
と
墨
書
あ
る
包
紙
付
帯
。
現
蔵
印
の
み
。
〇
八
一-

イ
五
三-

二
一-

一
。
『
花
月
日
記
』
文
政
四
年
九
月
二
十
七
日
条
に
「
こ
の
比
う
つ
せ
し
参
考

の
伊
せ
物
語
を
う
つ
し
お
へ
ぬ
」
と
あ
り
。
白
河
市
歴
史
民
俗
資
料
館
『
襲
封
二
百

年
記
念
松
平
定
信
公
展
』
（
一
九
八
三
）
に
図
版
掲
載
。 

◯
文
政
六
年
写 

塗
籠
本
豆
本
一
帖
（
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
） 

書
誌
は
前
述
の
通
り
。
た
だ
し
『
花
月
日
記
』
文
政
六
年
三
月
十
五
日
条
に
は
伊
勢

物
語
筆
写
に
関
す
る
記
事
な
し
。
浴
恩
園
に
て
綱
子
（
蜂
須
賀
治
昭
女
で
息
定
永
正

室
）
と
共
に
散
り
残
る
桜
を
愛
で
、
昨
日
に
「
雲
州
の
大
崎
の
や
し
き
」（
松
江
藩
松

平
家
江
戸
下
屋
敷
）
が
花
盛
り
で
あ
る
か
ら
花
見
に
来
る
よ
う
誘
わ
れ
て
断
り
を
入

れ
た
と
こ
ろ
、
紙
に
花
を
押
し
て
和
歌
を
添
え
て
贈
ら
れ
て
き
た
の
に
対
す
る
返
歌

が
記
さ
れ
て
い
る
の
み
。 

◯
書
写
時
期
未
詳
一
冊
本
（
「
御
書
写
物
の
大
概
」
所
掲
・
現
存
未
詳
） 

◯
書
写
時
期
未
詳 

伊
勢
物
語
歌
留
多
（
桑
名
市
立
博
物
館
蔵
） 

全
四
一
八
枚
。
箱
書
「
伊
勢
も
の
語
／
御
哥
か
る
た
」
（
外
箱
）
「
定
信
様
御
筆
／
歌

か
る
た
」（
内
箱
）
。
料
紙
は
金
銀
切
箔
散
、
金
箔
で
縁
及
び
裏
面
を
覆
う
。
絵
な
し
。

署
名
・
識
語
の
類
な
し
。
岡
村
清
兵
衛
寄
贈
。『
王
朝
文
化
の
美 

伊
勢
物
語
の
世
界
』

（
斎
宮
歴
史
博
物
館
、
一
九
九
〇
）
に
図
版
掲
載
。 

  

こ
の
よ
う
に
「
御
書
写
物
の
大
概
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
文
化
四
年
頃
写
の
諏

訪
市
博
物
館
蔵
本
お
よ
び
文
政
六
年
写
の
鉄
心
斎
文
庫
本
の
存
在
か
ら
、
定
信
は
伊

勢
物
語
を
少
な
く
と
も
六
度
書
写
し
、
さ
ら
に
末
尾
に
掲
げ
た
カ
ル
タ
ま
で
も
作
製

し
て
い
た
事
実
が
確
認
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
恐
ら
く
こ
れ
で
も
ま
だ
す
べ
て
で
は

な
か
ろ
う
。
た
と
え
ば
『
花
月
日
記
』
文
化
十
三
年
四
月
二
十
五
日
条
に
、 

廿
三
日
よ
り
、
い
せ
も
の
が
た
り
、
う
つ
し
物
し
が
、
其
日
は
、
朝
は
萩
の
侍

従
、
ひ
る
過
る
こ
ろ
よ
り
、
つ
な
子
来
り
給
ひ
て
、
ま
ぎ
れ
し
が
、
き
の
ふ
事

少
な
か
り
け
れ
ば
お
ほ
く
書
写
せ
し
や
、
け
ふ
の
ひ
る
の
比
に
お
へ
ぬ
。 

と
あ
り
、
す
な
わ
ち
先
の
文
化
十
三
年
写
本
は
二
日
半
（
二
十
三
日
は
多
忙
で
あ
っ

た
よ
う
な
の
で
実
質
一
日
半
ほ
ど
か
）
で
製
作
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
先
に
引
い
た

『
修
行
録
』
で
の
「
い
く
つ
か
き
け
ん
、
忘
れ
に
け
り
」
と
い
う
物
言
い
に
照
ら
し

て
も
、
こ
れ
ほ
ど
の
速
筆
な
ら
ば
今
後
新
た
な
定
信
写
本
が
出
現
す
る
可
能
性
は
充

分
に
考
え
ら
れ
る
。 
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二 

諏
訪
市
博
物
館
蔵
定
信
写
本
に
つ
い
て 

  

さ
て
、
先
に
掲
げ
た
定
信
写
本
の
う
ち
、
冒
頭
の
諏
訪
市
博
物
館
蔵
本
は
管
見
の

か
ぎ
り
、
こ
れ
ま
で
の
伊
勢
物
語
な
ら
び
に
定
信
研
究
に
お
い
て
詳
し
い
紹
介
が
な

さ
れ
て
い
な
い
資
料
か
と
思
わ
れ
る

（
6
）

。
該
書
に
は
以
下
に
示
す
よ
う
な
複
数
の
奥
書

が
あ
り
、
近
世
期
の
伊
勢
物
語
写
本
の
流
布
状
況
を
知
る
上
で
も
一
定
の
意
義
を
有

す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。 

 

以
下
が
該
書
の
奥
書
で
あ
る
。
論
述
の
都
合
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奥
書
に
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
を
冠
し
、
既
知
の
定
家
本
の
奥
書
な
ど
は
適
宜
中
略
し
た
。 

（
「
業
平
朝
臣
」
「
親
王
」
「
行
平
卿
」
「
紀
有
常
」
「
二
條
后
」
「
河
原
左
大
臣

融
」
略
伝
・「
な
そ
へ
な
く
」「
六
帖
哥
」「
宗
玉
神
女
賦
」「
曹
子
建
洛
神
賦
」

「
み
や
ひ
」
註
釈
あ
り
） 

Ａ 

天
福
二
年
正
月
廿
日
己
未

申
刻
凌
桑
門
之
盲
目
連
日
風
雪
之
中
遂
此
書
写

為
授
鐘
愛
之
孫
女
也 

 
 

同
廿
二
日
校
了 

◯
之

 

Ｂ 

此
已
下
◯
無
之 

 
 

右
書
本
者
為
定
家
卿
自
筆 

禁
裏
御
本
也
随
有
縁
申
出
為
處
証
本
不
違
一

字
一
点
令
透
写
遂
再
校
訖
雖
然
魯
魚
誤
猶
難
遁
者
歟 准

三
宮
（
花
押
双
鉤
） 

Ｃ 

勢
州
人
可
加
奥
書
之
由
告
予

披
而
閲
之
乃
伊
勢
物
語
也
聖
護
院
門
主
道
興

被
謄
写
焉
清
濁
声
等
尤
分
明
可
謂
証
本
也
筆
花
孰
若
梅
之
花
盛
文
潤
孰
若

伊
勢
尾
張
海
面
如
予

明
記
之
吁
向
行
水
尚
数
書
者
歟 

 
 

 

元
和
元
光
仲
春
望 

亜
槐
藤
／
判 

Ｄ 

春
と
は
い
へ
と
い
と
い
た
う
さ
む
さ
も
身
に
し
み
雪
さ
へ
ち
り
か
ふ
に
火

辺
に
の
み
も
の
し
た
れ
さ
す
か
に
春
の
日
な
り
け
れ
は
山
鳥
の
尾
上
に
し

つ
む
光
ま
て
は
い
と
な
か
〳
〵
し
か
り
け
り
こ
の
ふ
み
か
く
て
草
に
書
写

し
た
る
か
二
日
に
な
ん
お
へ
に
け
る
事
少
な
か
り
け
る
楽
翁
の
ま
た
後
に

も
お
も
ひ
や
り
な
ん
か
し
き
さ
ら
き
の
末
つ
か
た
に
な
ん
あ
り
け
る 

末
の
か
ら
す
丸
光
広
卿
の
清
濁
分
明
と
し
る
さ
れ
し
か
清
濁
は
い
さ
ゝ

か
朱
に
て
し
る
し
た
る
か
し
か
も
人
の
よ
む
に
も
か
は
ら
す
さ
れ
と
そ

の
処
〳
〵
こ
ゝ
に
か
き
ぬ
き
出
す
も
の
也 

・
か
い
ま
み

．
．
． 

た
の
む

．
．
．
の
か
り 

よ
ろ
こ．
ほ・

・

い．
て 

君
の
み
け
し

．
．
． 

う
け
へ

．
．
．

は 

年
へ
ぬ
る
か
と
．
． 

お
や
あ
は
て

．
．
．
に
け
る
け
り 

時
鳥
な．
か・

・

な
く
．
． 

む．

く．
つ・

・

け
き
．
． 

ち
り
か
ひ

．
．
．
．
く
も
れ 

道
ま
か
ふ
か・

・

に 

是
の
み
に
て
な
ん
あ

り
け
る 

 
 

Ｅ 

本◯

云 

 
 

 

以
京
極
黄
門
定
家
卿

自
筆
両
本
／
校
合
訖 

Ｆ 
 

 

以
黄
門
筆
不
違
一
字
書
写
之
本
亦
同
模
之
者
也 

Ｇ 

抑
伊
勢
物
語
根
源
古
人
説
々
不
同
或
云
在
原
中
将
自
記
云
々
（
中
略
）
／

先
年
所
書
之
本
為
人
被
借
失
仍
為
備
証
本
書
而
所
校
合
也
／
戸
部
尚
書
在

判 
 

Ｈ 
 

近
代
以
狩
使
事
為
（
中
略
）
言
葉
而
已
／
戸
部
尚
書 

Ｉ 

右
両
本
之
奥
書
追
書
加
之
畢 
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Ｊ 

右
本
は
牡
丹
花
よ
り
伊
予
宗
珀
江
御
ゆ
つ
り
そ
う
は
く
よ
り
霜
田
宗
柳
へ

御
ゆ
つ
り
そ
う
り
う
よ
り
大
黒
常
信
に
御
ゆ
つ
り
の
し
の
ふ
す
り
の
本
を

も
て
一
字
た
か
は
す
手
つ
か
ら
う
つ
し
み
つ
か
ら
校
合
を
と
け
ひ
と
つ
子

に
さ
へ
あ
り
け
れ
は
息
女
に
こ
れ
を
あ
た
ふ
る
物
な
ら
し 

 
 

 
 

寛
永
第
五
三
月
日 

常
信
（
花
押
） 

Ｋ 

頗
様
違
た
る
文
に
て
こ
れ
を
も
て
今
校
合
し
圏
点
を
く
は
へ
て
わ
か
つ
／

文
化
丁
卯
春 

楽
翁 

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
若
干
の
解
説
を
加
え
て
ゆ
く
。 

 

Ａ
は
天
福
本
系
統
の
定
家
奥
書
。
続
く
奥
書
Ｂ
は
花
押
及
び
署
名
か
ら
近
衛
房
嗣

の
子
で
、
聖
護
院
門
跡
な
ど
を
務
め
た
道
興
（
一
四
三
〇
～
一
五
〇
一
）
の
も
の
の

よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
法
橋
玄
津
筆
本
系
統
に
見
ら
れ
る
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）

の
玄
津
奥
書

（
7
）

と
、
署
名
を
除
い
て
ま
っ
た
く
の
同
文
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
何
者
か
が

年
記
を
削
り
、
署
名
を
道
興
の
も
の
の
ご
と
く
改
竄
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
伊

勢
人
の
依
頼
で
道
興
筆
で
あ
る
こ
と
を
記
し
た
元
和
元
年
の
加
証
奥
書
Ｃ
も
、
一
見

す
る
と
烏
丸
光
広
の
も
の
の
よ
う
だ
が
（
実
際
次
の
奥
書
Ｄ
を
書
い
た
定
信
も
Ｃ
を

そ
う
認
識
し
て
い
る
）
、
光
広
が
「
亜
槐
」
す
な
わ
ち
権
大
納
言
に
任
じ
ら
れ
た
の
は

翌
元
和
二
年
二
月
十
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
て
（
『
公
卿
補
任
』
）
は
な
は
だ
不
審
で
あ

る
。
年
記
を
欠
く
が
二
月
末
の
某
日
に
二
日
間
で
書
き
終
え
た
際
の
感
慨
が
記
さ
れ

て
い
る
奥
書
Ｄ
は
、
文
中
に
「
楽
翁
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
定
信
の
書
写
奥
書
と
見

て
よ
い
。 

 

さ
て
、
無
署
名
の
奥
書
Ｅ
・
Ｆ
は
と
も
に
定
家
筆
本
と
称
す
る
も
の
に
基
づ
い
て
、

校
合
、
書
写
を
行
っ
た
旨
を
記
す
。
続
く
奥
書
Ｇ
は
根
源
本
第
二
系
統
、
奥
書
Ｈ
は

武
田
本
と
定
家
本
系
統
の
奥
書
で
あ
る
。
Ｉ
は
こ
の
Ｇ
・
Ｈ
の
奥
書
を
書
き
添
え
た

際
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
Ｊ
は
牡
丹
花
肖
柏
か
ら
伊
予
宗
珀
、
下
田
屋
宗
柳
と

肖
柏
門
下
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
本
を
、
江
戸
銀
座
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
大
黒
家
の

三
代
目
で
能
書
と
し
て
も
知
ら
れ
る
長
左
衛
門
常
信
が
伝
承
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

常
信
が
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
に
書
写
及
び
校
合
し
た
旨
を
記
す
。
奥
書
Ｋ
は
文

化
四
年
春
に
定
信
が
校
合
を
終
え
た
際
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

奥
書
Ｅ
に
冠
さ
れ
て
い
る
符
号
「
◯
」
は
、
奥
書
Ｂ
の
注
記
「
此
已
下
◯
無
之
」

に
対
応
し
た
も
の
で
、
奥
書
Ａ
末
尾
の
一
字
「
了
」
の
傍
記
「
◯
之
」
や
、
伊
勢
物

語
本
文
に
も
「
◯
」
を
付
し
た
異
文
注
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
こ
れ
以
後
に
複

数
の
定
家
本
系
統
の
奥
書
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
い
ず
れ
も
文
化
四
年
春

に
定
信
が
校
合
を
行
っ
た
際
に
付
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
諏
訪
市
博

物
館
蔵
本
と
は
、
ま
ず
定
信
が
奥
書
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
を
有
す
る
天
福
本
系
統
の
一
本
を

文
化
四
年
以
前
の
二
月
末
に
書
写
し
、
そ
の
後
、
文
化
四
年
春
に
奥
書
Ａ
・
Ｅ
・
Ｆ
・

Ｇ
・
Ｈ
・
Ｉ
・
Ｊ
を
有
す
る
定
家
本
系
統
末
流
の
一
本
に
基
づ
い
て
校
合
を
行
い
、

先
の
一
本
に
は
な
い
奥
書
を
も
書
き
添
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

（
8
）

。 

こ
こ
で
念
の
た
め
奥
書
Ｄ
・
Ｋ
に
見
え
る
「
楽
翁
」
号
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

『
花
月
日
記
』
が
起
筆
さ
れ
た
文
化
九
年
四
月
六
日
条
に
、 

六
日 

願
ひ
ゆ
り
て
け
り
。
つ
く
〴
〵
と
思
に
、
わ
が
ご
と
き
も
の
と
い
へ
ど

も
、
か
く
め
で
た
き
御
代
な
れ
ば
こ
そ
、
楽
み
侍
る
こ
と
も
出
く
れ
。 

 
や
す
け
な
き
世
な
ら
ば
い
か
で
世
を
捨
て
此
た
の
し
み
の
身
と
は
な
ら
南 

か
く
て
ぞ
、
楽
翁
と
は
い
ひ
け
る

（
9
）

。 

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
致
仕
後
に
定
信
が
初
め
て
「
楽
翁
」
号
の
使
用
を
開
始
し
た
と
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す
る
理
解
が
ま
ま
見
ら
れ
る

（
10
）

。
し
か
し
は
や
く
渋
沢
栄
一
『
楽
翁
公
伝
』
に
、 

致
仕
の
後
始
め
て
か
く
称
せ
ら
れ
た
る
が
如
く
な
れ
ど
、
こ
れ
た
ゞ
そ
の
別
号

の
由
来
を
述
べ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
事
実
は
必
ず
し
も
然
ら
ず
。
公
は
四

十
五
歳
の
頃
、
早
く
既
に
楽
翁
の
号
を
用
ひ
ら
れ
た
り
し
な
り
。
即
ち
「
心
双

紙
」
の
序
に
、
自
ら
「
享
和
二
年
三
月
楽
翁
し
る
す
」
と
認
め
ら
れ
た
る
こ
と

に
よ
り
て
明
ら
か
な
り
。
さ
れ
ど
専
ら
こ
の
号
を
用
ひ
ら
れ
た
る
は
致
仕
以
後

の
事
な
り
と
す
。
（
四
〇
八
頁
） 

と
あ
る
通
り
、
「
楽
翁
」
号
は
文
化
九
年
四
月
の
致
仕
以
前
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
。

同
書
で
は
そ
の
根
拠
と
し
て
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
の
『
心
の
双
紙
』
序
末
署
名

を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
他
に
も
管
見
に
よ
れ
ば
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
か
つ
み
考
』

（
八
二
七-

九
三
・
定
信
自
筆
）
奥
書
「
文
化
四
年
ふ
つ
き
廿
日
あ
ま
り
四
日
楽
翁
識
」
、

桑
名
市
立
中
央
図
書
館
蔵
『
初
度
百
番
自
歌
合
』
（
秋
山
文
庫-

八
五
八
）
奥
書
「
文

化
七
の
と
し
む
月
廿
日
余
り
八
日
楽
翁
し
る
す
」
、
桑
名
市
博
物
館
蔵
『
ま
く
ら
の
双

紙
』
奥
書
「
文
化
八
年
五
月
十
六 

源
楽
翁
」
、
同
館
蔵
『
新
撰
六
帖
和
歌
集
』
奥
書

「
文
化
九
年
正
月
廿
七
日
写
畢 

楽
翁
」
と
い
っ
た
例
を
確
認
し
て
い
る
。
以
上
、

些
細
な
問
題
の
よ
う
だ
が
、
こ
と
が
資
料
の
信
頼
性
や
成
立
時
期
の
判
定
に
関
わ
る

点
で
あ
る
の
で
念
の
た
め
確
認
し
て
お
く
。 

 

三 

塗
籠
本
の
江
戸 

  

さ
て
、
先
述
し
た
通
り
鉄
心
斎
文
庫
本
伊
勢
物
語
の
本
文
は
塗
籠
本
と
呼
ば
れ
る

系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
塗
籠
本
は
当
時
ひ
ろ
く
流
布
し
て
い
た
定
家
本
と

は
随
処
に
異
同
が
認
め
ら
れ
、
章
段
の
数
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
古
態
を
留
め
る
も

の
と
見
做
さ
れ
て
き
た
伝
本
系
統
で
、
現
存
諸
本
は
い
ず
れ
も
伝
民
部
卿
局
筆
本
と

も
呼
称
さ
れ
る
鎌
倉
写
本
（
本
間
美
術
館
現
蔵
）
を
祖
本
と
し
て
近
世
中
期
以
降
に

転
写
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
従
来
、
こ
の
塗
籠
本
は
屋
代
弘
賢
『
参

考
伊
勢
物
語
』（
文
化
十
四
年
刊
）
が
校
本
に
用
い
た
こ
と
で
初
め
て
斯
界
の
知
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
五
十
五
歳
で
没
し

た
賀
茂
真
淵
門
の
和
学
者
山
岡
浚
明
が
い
ち
は
や
く
披
見
・
書
写
し
て
い
た
形
跡
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く

（
11
）

。
い
ず
れ
に
せ
よ
塗
籠
本
は
近
世
中
期
以
降
、
江
戸
の

和
学
者
た
ち
の
間
で
に
わ
か
に
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
伊
勢
物
語
の
異
本
で

あ
っ
た
。 

 

『
参
考
伊
勢
物
語
』
文
化
十
年
の
弘
賢
序
「
こ
れ
は
高
二
位
の
本
朱
雀
院
の
塗
篭

に
納
ま
り
て
有
し
を
伝
へ
て
、
か
の
卿
の
む
す
め
民
部
卿
局
の
写
さ
れ
し
か
森
山
孝

盛
ひ
め
を
け
る
に
て
」
云
々
、
ま
た
塗
籠
本
を
底
本
と
す
る
『
群
書
類
従
』
の
伊
勢

物
語
奥
書
に
「
右
朱
雀
院
塗
籠
御
本
伊
勢
物
語
一
巻
以
森
山
孝
盛
所
蔵
民
部
卿
局
真

跡
本
」
と
あ
り
、
こ
の
頃
、
伝
民
部
卿
局
筆
本
を
所
持
し
て
い
た
の
は
幕
臣
の
森
山

孝
盛
（
一
七
三
八
～
一
八
一
五
）
で
あ
っ
た

（
12
）

。
森
山
孝
盛
は
定
信
と
も
職
務
上
も
、

ま
た
和
歌
な
ど
文
雅
の
上
で
も
種
々
の
接
点
が
あ
る
た
め
、
定
信
が
該
書
を
直
接
披

見
し
た
可
能
性
も
充
分
に
あ
る
が
、
鉄
心
斎
文
庫
本
と
伝
民
部
卿
局
筆
本
と
を
対
照

し
て
み
る
と
、
仮
名
字
母
も
随
処
で
異
な
り
、
ま
た
漢
字
を
仮
名
に
開
く
な
ど
の
処

理
が
行
わ
れ
た
部
分
も
あ
り
、
ま
た
定
信
が
鉄
心
斎
文
庫
本
を
書
写
し
た
文
政
六
年

の
八
年
前
に
あ
た
る
文
化
十
二
年
に
孝
盛
は
泉
下
に
帰
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
鑑
み

て
、
鉄
心
斎
文
庫
本
は
原
本
を
傍
ら
に
置
い
た
臨
写
と
は
考
え
に
く
い
。
な
お
、
定
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信
旧
蔵
の
塗
籠
本
伊
勢
物
語
と
し
て
は
「
楽
亭
文
庫
」「
桑
名
」
の
印
記
を
有
す
る
東

海
大
学
附
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
本
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る

（
13
）

。
こ
ち
ら
の
本
文
は

伝
民
部
卿
局
筆
本
に
か
な
り
近
く
、
臨
写
か
そ
れ
に
近
い
状
況
下
で
書
写
さ
れ
た
と

推
察
さ
れ
る
も
の
の
、
書
写
奥
書
は
な
く
、
現
時
点
で
は
筆
写
者
未
詳
の
近
世
後
期

写
本
と
す
る
ほ
か
な
い
。 

 

先
述
し
た
通
り
、
こ
の
塗
籠
本
は
近
世
中
期
に
江
戸
の
和
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
見

出
さ
れ
た
資
料
で
あ
り
、
屋
代
弘
賢
『
参
考
伊
勢
物
語
』
を
皮
切
り
に
、
注
目
す
べ

き
伊
勢
物
語
の
異
本
と
し
て
盛
ん
に
参
照
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
す
で
に
先
行
研
究
で
も
指
摘
が
あ
る
が
、
若
干
の
遺
漏
を
補
っ
て
お
き
た
い

（
14
）

。 

 

ま
ず
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
頃
に
成
っ
た
斎
藤
彦
麿
（
一
七
六
八
〜
一
八
五
四
）

の
『
勢
語
図
説
抄
』
の
初
段
の
注
釈
中
に
「
ぬ
り
こ
め
本
と
い
へ
る
に
女
ば
ら
住
け

り
と
あ
る
は
」
云
々
と
あ
る
の
は
、
ご
く
限
定
的
な
も
の
で
あ
る
が
塗
籠
本
を
解
釈

に
用
い
た
最
早
期
の
例
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。
ま
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
鉄
心
斎

文
庫
伊
勢
物
語
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
刊
『
伊
勢
物
語
傍
注
』

の
後
印
本
は
、
著
者
で
あ
る
賀
茂
季
鷹
（
一
七
五
四
～
一
八
四
一
）
自
身
が
旧
著
に

自
筆
で
補
訂
を
加
え
た
上
で
賀
茂
別
雷
社
三
手
文
庫
に
奉
納
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、
本
文
の
随
処
に
塗
籠
本
に
基
づ
く
訂
正
が
施
し
て
あ
る
。
文
政
元
年
（
一
八

一
八
）
刊
の
藤
井
高
尚
『
伊
勢
物
語
新
釈
』
凡
例
の
「
又
一
と
せ
江
戸
に
あ
り
つ
る

頃
朱
雀
院
の
ぬ
り
こ
め
本
と
聞
え
し
を
民
部
卿
ノ
局
の
う
つ
し
か
ゝ
れ
た
る
を
す
き

う
つ
し
と
い
ふ
も
の
に
し
て
屋
代
弘
賢
の
も
た
る
を
見
し
に
、
い
か
に
ぞ
や
お
ぼ
ゆ

る
ふ
し
も
ま
じ
れ
ゝ
ど
、
こ
と
に
す
ぐ
れ
て
よ
き
事
ど
も
あ
り
」
云
々
と
も
あ
っ
て
、

先
に
も
触
れ
た
『
群
書
類
従
』（
文
政
二
年
刊
）
所
収
「
伊
勢
物
語
」
の
存
在
も
含
め
、

塗
籠
本
は
と
り
わ
け
十
九
世
紀
以
降
、
伊
勢
物
語
研
究
の
上
で
重
要
な
位
置
を
占
め

る
よ
う
に
な
る
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
頃
に
成
っ
た
斎
藤
彦
麿
『
伊
勢
物
語
新

釈
弁
』
で
、 

塗
込
本

（
マ
マ
）

は
世
に
し
ら
れ
た
る
山
師
学
者
と
か
い
へ
る
人
の
手
よ
り
出
て
、
虚
実

邪
正
の
弁
へ
も
な
く
、
よ
の
常
に
た
が
ひ
た
る
説
を
は
め
づ
ら
し
が
り
、
よ
ろ

こ
び
う
べ
な
ふ
く
せ
あ
る
愚
直
の
老
大
人
、
う
へ
な
き
宝
と
も
て
は
や
さ
る
ゝ

を
、
よ
き
こ
と
ゝ
思
ひ
て
み
だ
り
に
本
文
を
改
め
し
な
る
べ
し
。
あ
ま
り
に
を

さ
な
く
て
わ
ら
し
も
せ
ら
れ
、
か
た
は
ら
い
た
く
も
お
も
は
る
ゝ
な
り

（
15
）

。 

と
、
塗
籠
本
が
偽
書
で
あ
る
か
の
ご
と
く
語
ら
れ
て
い
る
の
も
、
当
時
の
該
書
に
対

す
る
注
目
度
の
高
さ
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
塗
籠
本
が
こ
の
時
期
に
注
目
を
集
め
た
理
由
は
、 

世
に
は
京
極
中
納
言
の
か
ゝ
せ
給
へ
る
本
を
の
み
つ
た
へ
て
、
猶
う
た
か
ふ
へ

き
こ
と
を
ほ
か
る
を
今
屋
代
弘
賢
ぬ
し
、
こ
と
本
を
あ
ま
た
か
う
か
へ
あ
は
せ

て
参
考
と
名
つ
け
ら
る
。
ふ
む
や
の
か
み
衡
の
朝
臣
は
か
ら
ふ
み
を
も
と
ゝ
し

て
み
く
に
の
ふ
る
こ
と
を
さ
へ
に
こ
の
み
給
へ
は
、
此
参
考
を
梓
に
ち
り
は
め

ん
こ
と
を
す
ゝ
め
給
ふ
。 

と
の
『
参
考
伊
勢
物
語
』
の
塙
保
己
一
に
よ
る
序
文
が
端
的
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

非
定
家
本
系
の
異
本
と
見
な
さ
れ
て
い
た
点
に
あ
っ
た
と
見
て
相
違
あ
る
ま
い
。
本

書
の
刊
行
は
林
述
斎
（
諱
衡
）
と
い
っ
た
儒
学
者
の
慫
慂
も
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
。

流
布
本
と
は
異
な
る
テ
キ
ス
ト
を
有
す
る
異
本
、
ま
た
虫
損
跡
ま
で
も
忠
実
に
再
現

し
た
古
典
籍
・
古
筆
の
模
刻
や
好
古
図
譜
、
ま
た
和
漢
の
佚
存
書
を
収
録
し
た
叢
書

な
ど
、
従
来
貴
顕
の
文
庫
や
寺
社
の
蔵
等
に
秘
め
置
か
れ
て
い
た
た
め
に
広
く
知
ら
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れ
て
い
な
か
っ
た
諸
資
料
が
、
と
り
わ
け
寛
政
期
以
降
、
文
化
・
文
政
年
間
に
か
け

て
陸
続
と
公
刊
さ
れ
て
い
る
事
実
に
こ
こ
で
目
を
向
け
て
み
た
い
。 

 

そ
の
種
の
出
版
物
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
一
覧
化
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。 

◯
〔
寛
政
十
年
〕
（
一
七
九
八
）
刊 

斎
田
茂
利
編
『
尚
古
法
帖
』 

※
藤
原
行

成
筆
後
嵯
峨
院
本
白
氏
詩
巻
模
刻 

◯
寛
政
十
一
年
六
月
刊 

真
福
寺
旧
蔵
承
徳
三
年
（
一
〇
九
九
）
写
『
将
門
記
』

模
刻
（
植
松
有
信
編
） 

◯
寛
政
十
一
年
七
月
跋
刊
、
『
古
今
集 

秋
下
部
』
（
橘
千
蔭
・
小
沢
蘆
庵
・
伴

蒿
蹊
跋
） 

※
高
野
切
秋
下
一
巻
摸
刻 

◯
寛
政
十
一
年
十
月
～
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
序
刊 

林
述
斎
編
『
佚
存
叢
書
』 

※
木
活
字
版
。
漢
籍
佚
存
書
の
翻
印
。 

◯
寛
政
十
一
年
十
一
月
刊 

『
日
本
後
紀
』
（
塙
保
己
一
編
） 

◯
寛
政
十
二
年
十
二
月
刊 

勝
福
寺
蔵
『
文
舘
詞
林
』
巻
六
九
五
零
葉
模
刻
（
橋

本
経
亮
編
） 

◯
寛
政
十
二
年
正
月
序
刊 

松
平
定
信
編
『
集
古
十
種
』 

◯
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
刊 

真
福
寺
蔵
鎌
倉
期
写
『
尾
州
大
須
宝
生
院
蔵
倭

名
抄
残
篇
』
模
刻
（
巻
一
・
二
零
葉
、
稲
葉
通
邦
編
） 

◯
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
刊 

『
万
葉
和
歌
集
校
異
』
（
橋
本
経
亮
・
山
田
以

文
校
） 

※
元
暦
校
本
に
よ
る
寛
永
版
の
校
注
本
。 

◯
文
化
四
年
刊 

真
福
寺
蔵
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
写
『
口
遊
』
模
刻
（
大
館

高
門
編
） 

 

◯
文
化
十
四
年
刊 

屋
代
弘
賢
編
『
参
考
伊
勢
物
語
』 

※
塗
籠
本
を
校
本
に
採

用
。 

◯
文
化
十
三
年
序
刊 

市
野
迷
庵
編
『
正
平
本
論
語
』
（
狩
谷
棭
斎
序
）
※
『
正

平
本
論
語
札
記
』
を
附
す
。 

◯
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
刊 

塙
保
己
一
編
『
群
書
類
従
』 

◯
文
政
十
年
成
・
明
治
十
六
年
刊 

狩
谷
棭
斎
編
『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』 

◯
文
政
十
一
年
刊 

野
里
梅
園
撰
『
梅
園
奇
賞
』
正
続 

※
古
筆
・
古
画
・
古
文

書
・
金
石
・
古
器
物
な
ど
の
模
刻
。 

 

ま
た
こ
の
時
期
に
は
幕
府
及
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
大
規
模
な
書
物
の
編
纂
事
業

が
相
次
い
で
行
わ
れ
て
い
る
。
『
御
実
記
』
『
朝
野
旧
聞
裒
藁
』
と
い
っ
た
歴
史
書
か

ら
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
な
ど
の
家
伝
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』『
新
編
相
模
国
風

土
記
稿
』
と
い
っ
た
地
誌
に
至
る
ま
で
、
根
拠
と
な
る
史
資
料
を
列
記
す
る
と
い
う

考
証
学
的
態
度
に
貫
か
れ
た
こ
れ
ら
の
著
作
群
が
産
み
出
さ
れ
た
当
該
時
期
を
、
高

橋
章
則
は
「
編
纂
書
の
時
代
」
と
呼
ぶ
が

（
16
）

、
こ
う
し
た
史
資
料
主
義
的
態
度
は
当
然

な
が
ら
右
に
掲
げ
た
よ
う
な
出
版
物
に
も
同
様
に
指
摘
で
き
る
。 

 

十
八
世
紀
後
半
よ
り
始
ま
る
好
古
や
考
証
学
の
流
行
は
、
当
代
和
漢
知
識
人
の
多

く
に
史
資
料
探
索
の
熱
情
を
駆
り
立
て
、
各
地
の
古
寺
社
や
名
家
の
所
蔵
す
る
文

書
・
典
籍
・
旧
物
等
の
調
査
が
行
わ
れ
る
に
至
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
近
代
的
な
歴

史
学
や
文
学
研
究
の
基
礎
と
な
る
よ
う
な
業
績
が
こ
の
時
期
に
陸
続
と
発
表
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、『
集
古
十
種
』
の
編
者
で
あ
る
松
平
定
信
は
ま
さ
に
こ
う
し

た
潮
流
の
た
だ
中
に
い
た
人
物
で
あ
っ
た

（
17
）

。 

 

そ
し
て
定
信
の
伊
勢
物
語
筆
写
活
動
も
ま
た
、
こ
う
し
た
思
潮
の
影
響
を
確
か
に

受
け
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
先
述
し
た
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
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頃
、
そ
し
て
文
化
十
三
年
に
定
信
が
筆
写
す
る
際
に
底
本
と
し
て
選
択
し
た
伊
勢
物

語
は
、
当
然
な
が
ら
当
時
最
も
流
布
し
て
い
た
天
福
本
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
文
化

十
四
年
刊
『
参
考
伊
勢
物
語
』
及
び
文
政
二
年
刊
『
群
書
類
従
』
に
よ
り
塗
籠
本
の

本
格
的
な
紹
介
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
定
信
は
文
政
四
年
に
『
参
考
伊
勢
物

語
』
を
書
写
し
、
そ
の
二
年
後
に
製
作
し
た
鉄
心
斎
文
庫
本
で
は
塗
籠
本
を
底
本
と

し
て
伊
勢
物
語
の
筆
写
を
行
う
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
定
信
旧
蔵
の

桃
園
文
庫
本
伊
勢
物
語
が
製
作
さ
れ
た
の
も
、
お
そ
ら
く
こ
の
文
化
末
～
文
政
中
期

頃
か
と
思
わ
れ
る
。
定
信
が
伊
勢
物
語
の
依
拠
本
文
を
、
文
政
六
年
に
至
っ
て
天
福

本
か
ら
塗
籠
本
に
切
り
替
え
た
の
は
、
当
代
の
江
戸
の
知
識
人
社
会
に
お
け
る
異
本

や
異
文
、
新
出
資
料
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
背
景
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
か

ろ
う

（
18
）

。 

 

四 

定
信
と
考
証
学 

  

最
後
に
、
松
平
定
信
の
伊
勢
物
語
に
対
す
る
考
証
学
的
な
関
心
、
及
び
定
信
と
当

代
考
証
学
者
と
の
従
来
注
意
さ
れ
て
い
な
い
接
点
に
つ
い
て
粗
描
し
て
お
く
。 

 

定
信
の
蔵
書
目
録
で
あ
る
『
浴
恩
園
文
庫
書
籍
目
録
』
及
び
『
白
河
文
庫
全
書
分

類
目
録
』
に
は
「
参
考
伊
勢
物
語
」「
伊
勢
物
語
集
注
」「
伊
勢
物
語
肖
聞
抄
」「
伊
勢

物
語
之
和
歌
」
「
伊
勢
物
語
」
「
伊
勢
物
語
高
二
位
本

」
「
伊
勢
物
語
二
冊
也
足
叟
校
定
」

「
伊
勢
物
語
古
意
六
冊
賀
茂
真
淵
撰
」
と
い
っ
た
伊
勢
物
語
関
係
書
の
名
が
見
え
る

（
19
）

。

こ
の
う
ち
、
「
伊
勢
物
語
高
二
位
本
」
は
先
述
し
た
桃
園
文
庫
本
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

上
述
し
て
き
た
よ
う
な
筆
写
活
動
に
加
え
て
、
注
釈
書
も
含
め
た
関
連
資
料
の
収
集

を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
た
だ
し
、
実
父
宗
武
が
『
伊
勢
物
語
註
』
と
い
う
注

釈
書
を
著
し
て
い
る
一
方
、
定
信
に
は
伊
勢
物
語
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
著
述
は
確

認
で
き
な
い
。 

 

と
こ
ろ
で
、
桑
名
市
立
中
央
図
書
館
蔵
『
御
歌
集
』
は
、
従
来
の
定
信
研
究
で
は

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
資
料
の
よ
う
だ
が
、
享
和
三
年
三
月
か
ら
六
月
、
文
化
元
年
元

日
か
ら
文
化
二
年
ま
で
の
歌
文
が
お
お
む
ね
時
系
列
順
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、『
花
月

日
記
』
（
文
化
九
年
起
筆
）
及
び
『
今
波
恋
』
（
文
化
三
～
五
年
の
源
氏
物
語
書
写
に

関
す
る
和
文
日
記

（
20
）

）
執
筆
以
前
の
定
信
の
諸
動
向
を
知
る
上
で
も
注
目
す
べ
き
も
の

で
あ
る

（
21
）

。
同
書
の
享
和
三
年
五
月
十
日
条
に
お
け
る
以
下
の
記
事
に
は
、
定
信
の
伊

勢
物
語
注
釈
へ
の
関
心
の
片
鱗
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。 

み
ち
の
く
の
し
の
ふ
の
里
江
い
ひ
や
り
て
紫
根
を
も
て
う
ち
か
へ
に
乱
れ
か
わ

し
く
き
ぬ
を
す
り
こ
せ
と
い
ひ
や
り
た
れ
は
け
ふ
き
た
る
。
古
の
さ
ま
を
も
み

る
へ
し
。
も
と
よ
り
草
す
り
紫
の
根
す
り
一
や
う
に
は
あ
ら
さ
る
へ
し
。
い
せ

物
語
の
し
の
ふ
す
り
き
た
る
は
紫
の
根
す
り
な
れ
は
こ
そ
わ
か
紫
と
は
い
ひ
た

れ
。
春
日
の
と
は
た
ゝ
い
ひ
こ
お
せ
し
こ
と
な
り
。
さ
れ
は
し
の
ふ
の
み
た
れ

と
は
よ
み
つ
ゝ
け
た
れ
。
し
の
ふ
の
紫
も
て
す
れ
る
な
と
い
ふ
は
無
下
な
り

（
22
）

。 

 

み
ち
の
く
の
し
の
ふ
の
里
の
賤
の
お
か
も
ち
り
す
る
な
る
衣
は
此
衣 

伊
勢
物
語
初
段
に
登
場
す
る
「
し
の
ぶ
ず
り
」
に
つ
い
て
は
古
来
よ
り
諸
説
あ
る
が
、

定
信
は
奥
州
信
夫
郡
産
の
ム
ラ
サ
キ
の
根
で
摺
付
け
染
め
に
し
た
衣
の
こ
と
と
解
し

て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
レ
プ
リ
カ
の
製
作
ま
で
実
施
し
て
い
た
ら
し
い
。
享
和
二
年

頃
に
成
っ
た
斎
藤
彦
麿
『
勢
語
図
抄
』
の
よ
う
な
、
伊
勢
物
語
に
登
場
す
る
衣
服
、

調
度
、
動
植
物
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ノ
に
つ
い
て
図
示
し
つ
つ
考
証
し
た
著
作
が
同
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時
代
に
あ
り
、
定
信
に
よ
る
こ
の
レ
プ
リ
カ
製
作
も
、
前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
な
そ

う
し
た
尚
古
的
考
証
学
の
流
行
と
い
う
潮
流
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。『
集
古

十
種
』
の
編
者
た
る
定
信
に
と
っ
て
、
当
然
な
が
ら
伊
勢
物
語
も
ま
た
「
古
の
さ
ま
」

を
窺
う
た
め
の
好
資
料
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。 

 

事
実
、
こ
の
時
期
の
定
信
の
周
囲
に
は
屋
代
弘
賢
や
塙
保
己
一
、
清
水
浜
臣
、
林

述
斎
な
ど
の
考
証
学
的
性
向
を
も
っ
た
和
漢
の
知
識
人
が
多
数
存
在
し
て
い
た
。
し

か
し
、
従
来
の
研
究
で
は
狩
谷
棭
斎
と
定
信
と
の
接
点
に
つ
い
て
は
指
摘
が
な
い
よ

う
で
あ
る

（
23
）

。『
花
月
日
記
』
文
政
十
年
閏
六
月
十
日
条
に
は
自
身
の
所
蔵
す
る
古
書
・

古
物
を
持
参
し
て
定
信
の
も
と
を
尋
ね
る
「
つ
か
る
や
三
右
衛
門
の
隠
居
」
こ
と
棭

斎
の
姿
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。 

つ
か
る
や
三
右
衛
門
の
隠
居
ふ
る
き
も
の
得
し
と
て
み
す
る
、
多
度
寺
の
資
財

帳
、
桓
武
の
比
の
も
の
也
、
白
氏
の
い
ま
た
う
せ
さ
る
前
の
只
文
集
と
せ
し
零

本
二
尤
古
写
也

そ
の
余
王
莽
の
威
斗
と
か
い
ふ
は
か
り
な
と
也
、
多
度
寺
と
い
ふ
も

の
伊
せ
に
は
な
し
、
多
度
山
は
あ
れ
と
も
唯
一
也
、
資
財
帳
板
に
す
る
と
て
そ

れ
に
文
字
か
く
事
を
こ
ふ
、
そ
の
た
め
に
み
せ
に
来
り
し
也

（
24
）

。 

 

こ
の
日
、
棭
斎
が
持
参
し
た
品
々
に
つ
い
て
注
解
を
加
え
て
お
く
。「
多
度
寺
の
資

財
帳
」
と
は
『
伊
勢
国
多
度
神
宮
寺
伽
藍
縁
起
并
資
財
帳
』
の
こ
と
。「
白
氏
の
い
ま

た
う
せ
さ
る
前
の
只
文
集
と
せ
し
零
本
二
」
と
は
金
沢
文
庫
本
『
白
氏
文
集
』
巻
二

八
・
三
三
の
こ
と
。「
余
王
莽
の
威
斗
と
か
い
ふ
は
か
り
」
は
『
漢
書
』
王
莽
伝
に
登

場
す
る
新
朝
の
皇
帝
王
莽
が
製
作
し
た
と
い
う
柄
杓
の
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
墓

碣
銘
に
よ
れ
ば
棭
斎
は
こ
の
王
莽
の
威
斗
の
ほ
か
、
漢
鏡
・
漢
銭
・
中
平
の
双
魚
洗
・

三
耳
壺
と
い
う
漢
代
の
遺
物
五
点
を
蔵
し
、
そ
れ
に
漢
学
を
好
む
自
身
を
も
加
え
て

「
六
漢
老
人
」
と
称
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
よ
ほ
ど
自
慢
の
品
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

（

25
）

。 

 

「
資
財
帳
板
に
す
る
と
て
そ
れ
に
文
字
か
く
事
を
こ
ふ
」
と
あ
る
の
で
、『
伊
勢
国

多
度
神
宮
寺
伽
藍
縁
起
并
資
財
帳
』
の
摸
刻
作
製
に
あ
た
り
、
棭
斎
は
定
信
に
序
文

か
題
箋
の
版
下
揮
毫
を
依
頼
し
に
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
該
摸
刻
本
に
つ
い
て
は

東
京
大
学
総
合
図
書
館
南
葵
文
庫
本
及
び
東
大
史
料
編
纂
所
所
蔵
本
を
閲
し
た
が

（
26
）

、

共
に
序
跋
や
刊
記
の
類
は
な
く
、
前
者
は
早
印
本
だ
が
原
題
簽
欠
。
後
者
は
巻
頭
に

「
多
度
社
印
」
の
蔵
版
印
が
あ
り
、
紙
の
風
合
な
ど
か
ら
近
代
の
後
印
本
で
あ
る
。

た
だ
し
、
同
書
の
題
箋
の
揮
毫
は
池
田
冠
山
が
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら

（
27
）

、
定
信
は

何
ら
か
の
理
由
で
辞
退
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

な
お
、
棭
斎
「
影
彫
多
度
寺
資
財
帳
後
記
」
に
は
「
多
度
寺
縁
起
並
資
財
帳
共
一

巻
、
余
、
従
京
師
竹
苞
楼
購
獲
之
。
竹
苞
獲
之
思
順
軒
文
著
翁
。
翁
獲
之
於
東
寺
敗

蔍
中
」
と
あ
り

（
28
）

、
棭
斎
は
当
該
資
財
帳
を
京
都
の
書
肆
佐
々
木
竹
苞
楼
か
ら
購
入
し

た
よ
う
で
、
も
と
は
思
順
軒
文
著
な
る
人
物
が
東
寺
の
「
敗
蔍
中
」
か
ら
得
た
も
の

の
よ
う
で
あ
る
。 

 

蛇
足
な
が
ら
、
こ
の
思
順
軒
文
著
が
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
に
か
に
つ
い
て
も

従
来
注
意
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
こ
こ
で
注
解
を
加
え
て
お
こ
う
。『
永
平
寺
史

料
全
書
』
禅
籍
編
第
一
巻
（
大
本
山
永
平
寺
、
平
成
十
四
年
）
掲
載
の
伝
道
元
禅
師

一
行
書
「
万
事
智
団
円
」
の
附
属
文
書
に
「
万
事
智
団
円
諸
名
家
拝
観
姓
名
覚
書
」

な
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
同
（
京
師
・
論
者
注
）
紫
野
沙
門 

文
著 

思
順

軒
」
と
の
一
条
が
あ
る
。
同
書
の
注
に
は
「
思
順
軒 

文
著
と
号
し
、
ま
た
聴
雨
斎

と
号
し
た
。「
紫
野
沙
門
」
と
あ
る
の
は
、
大
徳
寺
（
京
都
市
北
区
紫
野
）
に
所
属
す

る
僧
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
」
（
八
三
二
頁
）
と
あ
る
。
「
聴
雨
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斎
」
と
の
号
が
何
に
拠
っ
た
も
の
か
は
不
明
だ
が
、
こ
の
人
物
は
文
化
四
年
刊
の
『
墨

蹟
時
價
録
』
と
い
う
書
画
の
価
格
を
記
し
た
一
枚
刷
り
（
神
宮
文
庫
蔵
）
を
作
製
し

た
思
順
軒
文
著
と
同
人
で
あ
ろ
う
。 

 

天
明
の
大
火
以
後
、
東
寺
の
所
蔵
す
る
古
文
書
や
典
籍
に
つ
い
て
は
、
藤
貞
幹
や

橋
本
経
亮
と
い
っ
た
京
都
の
和
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
継
続
的
な
調
査
が
行
わ
れ
て
お

り
、
定
信
も
そ
の
調
査
事
業
に
関
心
を
持
ち
、
彼
ら
に
模
写
本
の
製
作
を
依
頼
し
て

い
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
以
前
論
じ
た
こ
と
が
あ
る

（
29
）

。
東
寺
の
調
査
活
動

に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
諸
資
料
は
、
こ
う
し
た
和
学
者
・
考
証
学
者
た
ち
を
介
し
て

江
戸
の
地
に
、
そ
し
て
定
信
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
定
信
が
塗
籠
本
伊
勢

物
語
に
着
目
し
、
そ
の
写
本
を
製
作
し
た
環
境
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で

あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

  

以
上
、
本
稿
で
は
松
平
定
信
の
伊
勢
物
語
筆
写
活
動
の
実
態
を
追
い
つ
つ
、
そ
の

底
本
が
天
福
本
か
ら
塗
籠
本
へ
と
遷
移
し
て
ゆ
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
変
化

の
要
因
を
十
八
世
紀
後
半
以
降
盛
ん
と
な
る
資
史
料
の
調
査
と
収
集
と
い
う
、
広
義

の
考
証
学
の
流
行
に
求
め
て
き
た
。
同
趣
の
事
態
は
当
然
な
が
ら
本
稿
が
取
り
上
げ

た
伊
勢
物
語
以
外
に
つ
い
て
も
指
摘
で
き
る
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
か
ら
定

信
は
当
代
の
和
漢
学
芸
史
上
の
諸
動
向
に
つ
い
て
極
め
て
鋭
敏
な
触
覚
を
持
っ
て
い

た
こ
と
は
少
な
く
と
も
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
定
信
が
近
世
後
期
の
学
問
・
文
芸
の

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
ひ
と
り
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い

ま
だ
充
分
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
部
分
も
大
き
い
。
本
稿
、
そ
し
て
ほ
ぼ
同
時

期
に
刊
行
予
定
の
別
稿
（
「
風
雅
と
教
誡
―
松
平
定
信
の
細
写
本
歌
書
製
作
―
」
・
注

４
参
照
）
は
そ
う
し
た
未
開
拓
領
域
解
明
の
た
め
の
一
里
塚
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

 

〔
注
〕 

 

(

1)
 

松
平
定
光
校
訂
『
宇
下
人
言
・
修
行
録
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
二
）
一
九
五

頁
。 

(

2)

『
花
月
日
記
』
文
化
十
一
年
分
以
降
の
引
用
は
岡
島
偉
久
子
等
に
よ
る
『
ビ
ブ

リ
ア
』
一
一
一
号
以
降
連
載
の
翻
字
に
よ
る
。
本
稿
執
筆
時
に
は
一
四
九
号
に

文
政
九
年
十
月
分
ま
で
掲
載
。
以
下
本
稿
で
の
『
花
月
日
記
』
か
ら
の
引
用
は
、

特
に
断
り
の
な
い
限
り
当
該
翻
字
に
よ
る
。 

(

3)

『
鉄
心
斎
文
庫
所
蔵
伊
勢
物
語
図
録
』
第
一
集
（
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
文
華

館
、
一
九
九
一
）
掲
載
。 

(

4)
 

拙
稿
「
風
雅
と
教
誡
―
松
平
定
信
の
細
写
本
歌
書
製
作
―
」（
『
国
文
学
研
究
資

料
館
紀
要 

文
学
研
究
篇
』
第
四
五
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
刊
行
予
定
）
。 

(

5)
 

渋
沢
栄
一
『
楽
翁
公
伝
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
七
）
三
八
一
頁
以
下
。
な
お
、

書
写
年
時
不
明
の
も
の
十
九
点
を
含
む
。 

(
6)

『
大
定
信
展
―
松
平
定
信
の
軌
跡
―
』
（
桑
名
市
・
白
河
市
合
同
企
画
展
実
行

委
員
会
、
二
〇
一
五
）
等
の
展
示
図
録
等
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
解

説
な
ど
で
も
本
文
の
系
統
や
奥
書
な
ど
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。 

(

7)
 

池
田
亀
鑑
『
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究
』
研
究
篇
（
大
岡
山
書
店
、
一
九
三

四
）
一
七
六
頁
以
降
参
照
。 
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(
8)

 

定
信
が
校
合
に
用
い
た
と
思
し
き
奥
書
Ａ
・
Ｅ
・
Ｆ
・
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｉ
・
Ｊ
を
有

す
る
こ
の
定
家
本
系
統
末
流
の
一
本
に
つ
い
て
、
同
一
の
奥
書
を
有
す
る
も
の

に
国
文
学
研
究
資
料
館
鉄
心
斎
文
庫
蔵
本
（
九
八-

九
九
）
が
あ
る
こ
と
を
言

い
添
え
て
お
く
。 

(

9)
 

木
村
三
四
五
編
『
花
月
日
記
文
化
九
年
・
十
年
』
（
私
家
版
、
一
九
八
六
）
三

頁
。 

(

10)
 

例
え
ば
、
前
掲
『
大
定
信
展
―
松
平
定
信
の
軌
跡
―
』
展
示
番
号
一
〇
六
解
説

に
「
「
楽
翁
」
の
署
名
が
あ
り
、
定
信
が
隠
居
し
た
文
化
九
年
以
降
の
作
品
と

考
え
ら
れ
る
」
と
あ
り
、
ま
た
藤
田
真
一
「
治
者
の
文
雅
―
白
河
侯
と
花
月
老

人
」（
『
文
学
』
第
七
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
六
）
に
『
花
月
日
記
』
の
当
該
条
を

引
き
、
「
安
ら
か
な
御
代
だ
か
ら
こ
そ
、
世
を
捨
て
て
「
た
の
し
み
の
身
」
に

な
れ
る
の
だ
と
言
い
、
こ
の
ゆ
え
を
も
っ
て
、
以
後
み
ず
か
ら
を
「
楽
翁
」
と

称
す
る
と
宣
言
し
た
。
」
と
あ
る
。 

(

11)
 

国
文
学
研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
蔵
本
（
一
二-

三
九
八
、
寛
政
十
二
年
玉
樹
新

紹
写
）
及
び
奈
良
女
子
大
学
蔵
本 

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
l
i
b
.
n
a
r
a
-
w
u
.
a
c
.
j
p
/
n
w
u
g
d
b
/
k
0
0
1
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

参
照
、

〔
近
世
中
期
〕
藤
直
寿
写
、
不
忍
文
庫
・
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
）
に
無
年
記
の
山

岡
浚
明
本
奥
書
あ
り
。
た
だ
し
伝
民
部
卿
局
筆
本
を
忠
実
に
写
し
た
も
の
で
は

な
く
、
浚
明
の
書
写
は
か
な
り
草
卒
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。 

(

12)
 

森
山
孝
盛
に
つ
い
て
は
森
銑
三
「
森
山
孝
盛
の
こ
と
ど
も
」（
『
森
銑
三
著
作
集
』

第
十
一
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
九
、
所
収
）
に
詳
し
い
。 

(

13)
 

大
津
有
一
「
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究 

研
究
補
遺
篇
」（
『
伊
勢
物
語
に
就

き
て
の
研
究 

補
遺
篇 

索
引
篇 

図
録
篇
』
有
精
堂
、
一
九
六
〇
、
所
収
）
及

び
福
井
貞
助
「
朱
雀
院
塗
籠
本
伊
勢
物
語
の
流
布
」（
『
伊
勢
物
語
と
古
典
文
学
』

風
間
書
房
刊
、
二
〇
〇
〇
、
所
収
）
参
照
。
以
下
、
書
誌
を
略
記
す
る
。
袋
綴

装
。
一
冊
。
渋
引
き
横
刷
毛
目
模
様
表
紙
。
縦
二
六
・
八
×
一
九
・
八
糎
。
大

本
。
楮
紙
。
〔
近
世
後
期
〕
写
。
筆
写
者
未
詳
。
表
紙
に
右
肩
に
「
い
」
「
弐
」

の
方
印
を
捺
す
。
外
題
「
伊
勢
物
語 

全
」（
左
肩
打
付
）
。
内
題
な
し
。
毎
半

丁
十
行
。
字
高
一
五
・
七
糎
。
奥
書
「
此
本
者
高
二
位
本
朱
雀
院
の
ぬ
り
こ
め

に
を
さ
ま
れ
り
と
そ
／
伊
勢
物
語
可
祕
也
／
（
業
平
閲
歴
勘
物
略
）
／
（
以
下
、

為
清
筆
跡
模
写
）
這
伊
勢
物
語
者
京
極
黃
門
定
家
卿
息
女
民
部
卿
局
之
真
翰
無

疑
者
也
／
寬
文
四
〈
甲
辰
〉
初
冬
／
冷
泉
／
左
中
將
為
清
」
。
巻
末
に
「
墨
付

六
十
三
枚
」
の
小
字
注
記
あ
り
。
印
記
「
楽
亭
文
庫
」「
桑
名
」「
東
海
大
学
蔵

書
」
。 

(

14)
 

前
掲
福
井
貞
助
「
朱
雀
院
塗
籠
本
伊
勢
物
語
の
流
布
」
参
照
。 

(

15)

『
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
古
注
釈
叢
刊
』
十
三
（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
二
）
の

影
印
参
照
。 

(

16)
 

高
橋
章
則
「
近
世
後
期
の
歴
史
学
と
林
述
斎
」（
『
東
北
大
学
日
本
思
想
史
研
究
』

第
二
十
号
、
一
九
八
八
）
。 

(

17)
 

拙
著
『
上
田
秋
成
の
時
代
―
上
方
和
学
研
究
―
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
二
）

第
二
部
第
四
章
「
秋
成
と
好
古
―
天
明
・
寛
政
期
を
中
心
に
―
」
第
三
部
第
四

章
「
橋
本
経
亮
の
蒐
集
活
動
」
及
び
、
拙
稿
「
「
偽
証
家
」
藤
貞
幹
の
成
立
」

（
『
ア
ナ
ホ
リ
ッ
シ
ュ
国
文
学
』
第
三
号
、
二
〇
一
三
）
、
「
橋
本
経
亮
と
真
福

寺
文
庫
―
『
尾
勢
展
観
目
録
并
抜
粋
』
考
―
」（
『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
四
十
八
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輯
、
二
〇
一
四
）
等
参
照
。 

(

18)
 

先
掲
福
井
貞
助
「
朱
雀
院
塗
籠
本
伊
勢
物
語
の
流
布
」
は
、
保
己
一
序
で
『
佚

存
叢
書
』
の
編
者
林
述
斎
（
ふ
む
や
の
か
み
衡
の
朝
臣
）
が
刊
行
を
慫
慂
し
た

こ
と
に
触
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
つ
つ
、
「
こ
の
よ
う
な
文
献
学
的
志
向
が
国

典
の
保
存
校
勘
を
も
う
な
が
し
た
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
本
稿
は
、
福
井
に
よ

る
こ
の
指
摘
を
敷
衍
し
、
そ
れ
を
定
信
を
も
含
め
た
よ
り
広
い
近
世
後
期
の
学

芸
史
の
文
脈
か
ら
捉
え
直
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

(

19)
 

朝
倉
治
彦
監
修
・
高
倉
一
紀
解
説
『
松
平
定
信
蔵
書
目
録
』
（
ゆ
ま
に
書
房
、

二
〇
〇
五
）
所
収
の
影
印
参
照
。

(

20)
 

岡
嶌
偉
久
子
「
松
平
定
信
自
筆
『
今
波
恋
』
（
一
）
・
（
二
）
―
―
源
氏
物
語
の

書
写
日
記
―
―
」
（
『
ビ
ブ
リ
ア
』
第
一
〇
七
・
一
〇
八
号
、
一
九
九
七
）
。 

(

21)
 

大
本
二
冊
。
〔
近
世
後
期
〕
写
。
筆
写
者
未
詳
。
奥
書
「
文
化
二
年
の
詠
な
り

反
古
堆
よ
り
と
り
出
て
書
之
／
文
政
九
年
八
月
い
さ
よ
ひ 
楽
翁
」
。
秋
山
文

庫
九
七
九
。
同
書
は
昭
和
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
損
傷
を
受
け
て
お

り
、
享
和
三
年
六
月
二
十
九
日
以
降
の
丁
を
欠
く
。
ま
た
現
状
は
二
冊
で
あ
る

が
被
災
以
前
の
冊
数
な
ど
も
不
明
で
あ
る
。
『
花
月
日
記
』
文
政
九
年
八
月
十

六
日
条
に
は
「
け
ふ
よ
り
文
化
二
の
記
を
か
き
畢
り
ぬ
」
と
あ
る
。 

(

22)
 

本
書
に
は
定
信
に
よ
る
推
敲
が
部
分
的
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
引
用
に
際
し
て

は
推
敲
後
の
本
文
の
み
を
掲
げ
た
。 

(

23)
 

梅
谷
文
夫
『
狩
谷
棭
斎
年
譜
』
上
下
（
青
裳
堂
書
店
、
二
〇
〇
四
～
六
）
に
言

及
な
し
。 

(

24)
 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
近
代
写
本
（
四
一
七
三-

一
三
三
）
参
照
。 

(

25)

『
狩
谷
棭
斎
―
学
業
と
そ
の
人
―
』
（
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
、

二
〇
一
七
）
参
照
。 

(

26)
 

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
『
桑
名
郡
多
度
寺
鎮
三
綱
謹
牒
上
神
宮
寺
伽
藍
縁
起

并
資
財
帳
』
南
葵
文
庫
旧
蔵
（
Ｃ
四
〇-

一
六
四
六
）
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

『
神
宮
寺
伽
藍
縁
起
并
資
財
帳
』
（
五
三
一
五-

一
四
）
。 

(

27)
 

前
掲
梅
谷
文
夫
『
狩
谷
棭
斎
年
譜
』
下
巻
文
政
十
年
六
月
二
十
三
日
条
参
照
。 

(

28)
 

前
掲
梅
谷
文
夫
『
狩
谷
棭
斎
年
譜
』
下
巻
文
政
十
年
五
月
一
日
条
所
引
の
も
の

に
拠
っ
た
。
な
お
、
西
宮
秀
紀
「
多
度
神
宮
寺
伽
藍
縁
起
并
資
財
帳
の
伝
来
と

写
本
研
究
覚
書
」（
『
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
月
報
』
第
二
八
七
号
、
二
〇

一
七
）
に
棭
斎
所
蔵
本
を
含
め
た
当
該
資
財
帳
の
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の

流
布
状
況
に
つ
い
て
詳
細
な
整
理
が
あ
る
。 

(

29)
 

前
掲
拙
稿
「
橋
本
経
亮
の
蒐
集
活
動
」（
『
上
田
秋
成
の
時
代
―
上
方
和
学
研
究

―
』
所
収
）
。 
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